
■ 内部評価結果

１．総合計画（後期基本計画）

２．めざす目標

観光入込客数 200万人 Ｈ16 182万人 H20 180万人 H22 250万人 H26

年間宿泊客数 新規 － 46万人 H20 36万人 H22 70万人 H26

年間外国人宿泊客数 新規 － 1,382人 H20 1,317人 H22 5,000人 H26

３．評価結果一覧
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「極上のふるさと観
光づくり」の実現

地域資源の保全と
活用

観光資源のネット
ワーク

海浜等施設管理事業

海水浴場等の観光関連施設(便所、休憩所等)の維持管理、海岸漂着ｺﾞﾐの撤去

観光まちづくりﾌｫｰﾗﾑ、ｾﾐﾅｰ開催（ﾌｫｰﾗﾑ参加者200人、ｾﾐﾅｰ参加者49人（2講座））

全海水浴場（16か所）への連絡員設置、AEDの配備など環境を整備（17連絡所：計72人）

山陰海岸ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進のため、協議会への負担金交付、ｶﾞｲﾄﾞ養成講座や普及啓発等を実施

温泉源の維持管理、海岸の環境整備、観光資源の維持管理について補助金を交付（11事業）

観光振興課 875         

ﾎﾞﾝﾈｯﾄﾊﾞｽ（丹後ﾊﾞｽ「浪漫す号」）を活用した市内を巡るﾊﾞｽﾂｱｰを実施（7回、80人）

市観光協会と連携し、台湾旅行社を招聘し市内観光関連業者との商談会を実施（台湾旅行社10社）

観光振興課 1,918       

12,821     
なし 個性魅力 拡大 AA直・委

(11,421)
3

観光振興課

ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業

－ －
市観光立市条例に基づき「市観光立市推進会議」を開催（全体1回、部会1回、委員28人）

ほんもの体験観光のまち推進事業 観光振興課

水難対策事業

直・委 3

内部
管理
－ － －

観光振興計画推進事業 観光振興課 142         1,402       市規
定
単費

(1,402)

現状維
持

現状維
持

単費
サー
ビス
市民なし

1,579       2,500       

(2,500)

他
特定サー
ビス

個性魅力
現状維
持

直・委・負 AA

(11,695)

現状維
持
AA

12,243     11,695     
なし 直・委 2単費

サー
ビス

8,963       
なし

(5,028)

今後の
方向性

実施
手法

対象

30,576     

(28,876)

根拠
法令

施策方針
H23予算額 今後の

方向性
施策
貢献度

単費

施策評価

評価結果

観光振興課 8,912       

2

府・
一部
施設
整備
他 3

観光の魅力づくり推進事業
単費

観光振興課 現状維
持
A
現状維
持

23,084     3,274       

250,863   

(210,788)

特定サー
ビス(221)

サー
ビス
団体 直・補

市規
定

361,827   
計

観光振興課 14,130     

教育旅行誘致のため、PR強化と合宿誘致ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成（ﾌﾙｶﾗｰ10,000部、暫定版350部）

53,374     あじわいの郷支援事業

単費
(834)

10,334     

単費
維持
管理
他

市民 直・委 3 個性魅力
現状維
持
A

自然公園管理事業 国規
定

観光振興課 12,347     

山陰海岸国立公園、丹後天橋立大江山国定公園内の府公園施設維持管理

維持
管理(1,564)

府・
一部

観光ｻｲﾝ整備管理事業

観光ｻｲﾝの維持管理、第2次観光ｻｲﾝ整備計画策定に向けた検討委員会を設置

観光振興課 716         7,771       
なし

維持
管理
他 直・委 3 個性魅力 拡大 A

現状維
持

B
終了・
廃止

丹後周遊ﾎﾞﾝﾈｯﾄﾊﾞｽ運行事業 -            
なし
府・
一部-

サー
ビス
他 委 3 個性魅力

終了・
廃止

府・
一部
サー
ビス

拡大
(857)

法人
ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ推進事業 857         

なし
四季型滞在観光の
推進

直・委 3 個性魅力

教育旅行等誘致促進事業 観光振興課 1,191       144         
なし 単費

AA 拡大

(144)
AA 拡大

サー
ビス
団体 直・委 3 個性魅力 拡大

観光振興課

丹後あじわいの郷の運営管理、ｲﾍﾞﾝﾄ開催支援(入園者数110,967人)
直・委・負 3

30,621     
なし 単費

(29,271)

施設
整備
法人 A 拡大個性魅力 拡大

市民
113,892   101,510   

観光関連施設を指定管理者制度により管理運営（16施設）

観光振興課指定管理施設運営事業 市規
定
単費
維持
管理(91,080)

指 3 個性魅力
現状維
持
A
現状維
持

現状維
持
A
現状維
持

指定管理施設大規模改修事業 観光振興課 3,461       2,000       市規
定
単費

(2,000)

維持
管理

森の全国交流拠点運営事業 企画政策課
なし 単費

維持
管理
他 直・委 3

健康志向に対応した観光の推進

404         330         

(330)

観光関連の指定管理施設における改修経費

ツリーハウスの保守点検及び管理運営（利用者数925人）
個性魅力
現状維
持

団体 直・委 3 個性魅力

A
現状維
持

54,952     -            
なし
国等
全額
サー
ビス-
他

まるごと観光情報ｼｽﾃﾑ構築事業（繰越）

市の観光情報を一元的に管理し「京丹後まるごと観光情報」として情報提供できるｻｲﾄを構築

情報政策課

情報発信の強化

観光宣伝活動事業 観光振興課

各種広報、ｲﾍﾞﾝﾄ開催、広域団体との連携によるPR活動、加盟団体への負担金

直・委 3 個性魅力
終了・
廃止

A
終了・
廃止

AA
現状維
持

9,314       9,085       
なし 単費

(9,085)
個性魅力
現状維
持

現状維
持

サー
ビス
市民 直・負 3

交流人口拡大に寄与する大会に対し、宿泊人数に応じ補助金を交付（8団体、宿泊者3,584人）

観光振興課観光業等活性化推進事業補助金

604         丹後半島駅伝大会開催事業 丹後市民局

府内市町村職員による駅伝大会の運営経費（参加ﾁｰﾑ数：54ﾁｰﾑ、市内宿泊者数559人）交流の機会作り
直 2

特定サー
ビス

1,200       1,400       サー
ビス(1,400)

A
現状維
持

-            
なし 他
-

サー
ビス
他

現状維
持

現状維
持
A
現状維
持(2,500)

サー
ビス

拡大 A団体 補 2
特定サー
ビス

市規
定
単費

3 個性魅力
丹後ｳﾙﾄﾗﾏﾗｿﾝ開催事業 観光振興課 5,499       5,000       

なし 単費

地域活性化支援事業 観光振興課
なし 単費

サー
ビス
団体 補 3

「歴史街道丹後100kmｳﾙﾄﾗﾏﾗｿﾝ」への開催支援(ｴﾝﾄﾘｰ数1963人、延宿泊数2,989泊)

地域活性化・観光振興に寄与するｲﾍﾞﾝﾄに補助金を交付(飛天、いかり高原、ﾄﾞﾗｺﾞﾝｶﾇｰ)
個性魅力
現状維
持

5,846       10,580     

(10,580)

団体 委・補

A
現状維
持

サー
ビス

市規
定

補団体

拡大

拡大

現状維
持

現状維
持

基本方針

施策目的

１　自然、文化、産業など地域の豊富な観光資源をより一層有効に活用し、観光を始め各分野の事業者や市民の皆さんとともに「住んでよし、訪れてよし」の観光地づくりを行う。
２　ジオパーク活動を盛り上げるとともに体験型観光やジオツアーを推進し、世界認定「山陰海岸ジオパーク～京丹後市～」を市内外に発信する。
３　観光協会等関連団体と連携し、教育・合宿旅行の誘致・インバウンド事業の推進・イベント等を実施し、観光誘客を図り宿泊客の増加と京丹後ファンの拡大を図る。
４　海浜施設等観光地としての整備を進めるとともに、観光施設の適切な管理運営を行い、快適な観光地づくりを行う。

年度（H20） （現状） （H26）

目標平成22年度実績値
めざす目標

観光振興課 36,144     

担当課

市観光協会の諸活動を支援するため補助金を交付

（施策）

年度

説明数値

関与必要性

事務事業評価

事業
種別

財政
負担

年度

（一般財源）

H22決算額

（何を対象に、ど
のような状態にし
たいのか）

事業内容（実績）

事務事業

予算額（単位：千円）

指標名
年度

観光立市の実現をめざします

観光の振興

総合計画策定時

（H17）

観光協会等支援事業

後期基本計画策定時

⑤Ⅰ 交流経済都市 計画項目（政策）

5整理番号

施策名
吉岡　茂昭

代表部局長の氏名
観光の振興

商工観光部

代表部局

平成２３年度　施策評価

現状維
持

AA

A

3 個性魅力 拡大

個性魅力

A 縮小
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○観光協会活動補助金 千円

【事業費 　16,224千円】

広告宣伝事業（誘客キャラバン等） 千円

ホームページ維持費 千円

施設ネットワーク事業（たんご湯遊パスの発行等18,236枚販売） 千円

支部活動費 千円

その他（京丹後食の祭典、おもてなし講座の開催等） 千円

イベント補助金

やさか納涼祭（7/17） 千円

水無月祭典花火大会（7/30） 千円

宇川観光祭（中浜港祭7/26、宇川アユ祭8/15、穴文殊祭典8/24） 千円

間人みなと祭（7/25） 千円

ゆるｷｬﾗ｢こっぺちゃん｣着ぐるみ製作等（新規製作1体、既存修繕1体） 千円

まち歩き観光サイン整備事業（10基） 千円

【人件費 　13,516千円】

本部常勤職員5人、臨時職員2人の給与・法定福利費等

【事務所経費 　1,819千円】

事務所賃借料、光熱水費、通信費等

○広域誘客活動事業補助金 千円

観光パンフレット作成（増刷10万冊） 千円

観光ポスター作成・掲出（4種類・計7,600部） 千円

1,356

725

6,225

1,444

525

　事業計画に基づき、概ね順調に事業が実施された。組織が一体となって、さらに効率的、効果
的に誘客活動を推進していく必要がある。

　観光について総合的な振興を図り、地域一体となった観光を推進するため、京丹後市観光
協会の諸活動を支援する。

31,559

3,000

　観光について総合的な振興を図り、地域一体となった観光を推進するため、京丹後
市観光協会の諸活動を支援した。本部及び支部による活動、観光宣伝・誘客事業、温
泉めぐり等受入れに係るネットワークの強化を図った。

1,749

73

繰入金 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金 2,353千円

事 業 所 管 課

07商工費

36,144千円

目
的

評
価
・
課
題
等

観光協会等支援事業

商工観光部／観光振興課

1千円 99.9 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 04観光振興費

36,145千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（広域誘客活動事業補助金）

997

1,585

最 終 予 算 額

観光の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

01観光協会等支援事業

決算書 Ｐ.256

1,000千円

4,585

1,476

765

889

- 2 -
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京丹後市観光立市推進会議

　28人　（うち大学教授1人）

　平成21年5月

　3年

　観光関係団体及び各種団体の代表者、観光業者、有識者等

　一般委員4,000円、大学教授14,000円

　全体会議（平成22年5月17日開催、20人出席）

　計画推進部会（平成22年11月12日開催、6人出席）

※部会には計画推進部会、統括部会、専門部会の3部会あり

○ 委員報酬 108千円 内訳 4千円×延べ20人＝80千円

14千円×延べ2人＝28千円

○ 費用弁償 34千円

会議開催状況

最 終 予 算 額

66千円 68.2 %

　市観光立市推進条例に基づく施策の推進のため、「京丹後市観光立市推進会議」を開催
し、年次ごとの実施計画についての検討を行う。

任　　　期

構　　　成

報酬額

観光の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

不 用 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

委　員　数

設 置 年 月

事 業 所 管 課

07商工費

142千円

目
的

評
価
・
課
題
等

観光振興計画推進事業

商工観光部／観光振興課

基本方針 計画項目

予 算 科 目

　本会議による協議検討結果を踏まえ、市観光振興計画は各関係団体により着実に実行され
ている。今後も同計画の推進を図るとともに、見直しについて計画的に協議検討し、極上の
ふるさと観光づくりをめざす。

決 算 額

04観光のまちづくり推進事業

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 04観光振興費

決算書 Ｐ.258

208千円

- 3 -
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【観光まちづくりフォーラム開催経費】 千円

開催日：平成22年7月9日（金）

内　容：講演「世界認定！島原半島　ジオパークの声を聴く」

パネルディスカッションほか

参加者：200人

○ 出演謝金・費用弁償（4人） 千円

○ 需用費、役務費（チラシ印刷代、新聞折込料）　 千円

○ 使用料及び賃借料（会場使用料） 千円

【観光まちづくりセミナー開催経費】 千円

第1講座：「観光でまちづくりをめざす　旅行企画の作り方講座」（全9回）

参加者：27人

第2講座：「自分たちでやってみよう　“京丹後まるごと売り込み計画”」（全3回）

参加者：22人

○ 観光まちづくりセミナー開催事業委託料 千円

【その他経費】 千円

○ 職員出張旅費 千円

○ 駐車場使用料 千円

事 業 所 管 課

07商工費

1,579千円

目
的

評
価
・
課
題
等

ほんもの体験観光のまち推進事業

商工観光部／観光振興課

112千円 93.3 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 04観光振興費

1,691千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（観光まちづくりﾌｫｰﾗﾑ開催事業）

　個人旅行・着地型観光などの観光動向の変化に対応した集客交流サービスを、地域の手に
よって造成する力を育成するための支援を行う。

　観光立市推進への理解向上を図るため、平成21年度に引き続き、観光まちづくりフォーラ
ムを開催し、観光まちづくりに対する市民の理解を広めることができた。
　また、市内に本拠をおく事業者及び団体が、自発的に着地型観光商品を造成できるよう企
画力・広報力などのノウハウの習得を目的とするセミナーを開催した。

最 終 予 算 額

観光の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

04観光のまちづくり推進事業

決算書 Ｐ.258

700千円

117

41

5

2

・フォーラムの開催により、観光まちづくりに対する市民の理解を広めることができた。また、
山陰海岸ジオパークの世界ジオパークネットワーク加盟認定の審査に向け、その観光資源として
の価値を知るとともに、認定に向けた気運を高めることができた。
・セミナーの開催により、着地型観光を推進するためのネットワーク化が図られ、本市の魅力が
再発見されるとともに、旅行商品の開発が行われた。
・着地型観光を継続して推進するための事業団体の育成が課題である。

合計 312

7合計

1,260合計

1,260

154

- 4 -

01

Ⅰ ⑤

① ②

○報償費 海上パトロール船運航代金 30 千円

○需用費 連絡員（所）消耗品 1,173 千円

○役務費 連絡所仮設電話料金（16か所）ほか 282 千円

○委託料 海水浴場放送設備設置委託料（4か所）ほか 416 千円

連絡員業務委託料 9,899 千円

京丹後市観光協会（丹後町・久美浜町各海水浴場） 6,707 千円

掛津区（掛津海水浴場） 534 千円

小浜観光協会（小浜海水浴場） 534 千円

浅茂川観光協会（浅茂川海水浴場） 534 千円

浜詰区（浜詰海水浴場） 1,056 千円

遊区（遊海水浴場） 534 千円

水難啓発救助委託料（マリンレスキュー網野） 80 千円

○使用料及び賃借料

連絡所用コンテナハウス借上料（6棟） 274 千円

○備品購入費

トランシーバー2個、双眼鏡2個、マイク2本 89 千円

03水難対策事業04観光振興費

Ｐ.258

12,250千円

　緊急時の連絡体制の整備や救命機器を備えることにより、海水浴場の安全性を高め、夏季
海水浴による誘客を促進する。

決算書

　観光の柱の一つである夏季海水浴への誘客を促進するため、全海水浴場（16海水浴場、17
連絡所）へ連絡員（計72人）を設置するとともに、AED（自動体外式除細動器）を配備する
など、遊泳客に安心して利用していただける環境を提供した。

計画項目

不 用 額最 終 予 算 額

観光の振興

執 行 率(②－①)決 算 額

基本方針 交流経済都市

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費

　緊急時に備えた連絡体制を関係機関の協力のもと整えることができ、天候にも恵まれ遊泳
客に安全安心な海水浴場を提供できた。

事 業 所 管 課

07商工費

12,243千円

目
的

評
価
・
課
題
等

水難対策事業

商工観光部／観光振興課

7千円 99.9 %

- 5 -



11

Ⅰ ⑤

① ②

【京丹後市ジオパークネットワーク推進会】

会議（5/25、10/4、1/12）

○京丹後市ジオパークネットワーク推進会委員謝金(延べ19人)・費用弁償 118千円

実施内容：ガイド養成講座　7回（現地研修）

参加者数：延べ196人

○講師謝金・費用弁償 201千円

○船舶借上料 42千円

○バス運転委託料・燃料代 165千円

○外国人ガイド養成委託料 840千円

○現地審査ガイド対応委託料 18千円

○拠点整備等費用（パネル制作、展示用ボード設置工事ほか） 1,762千円

○推進協議会参加等職員旅費 34千円

○案内看板作成等委託料（新規2か所・更新9か所） 1,192千円

○普及啓発用資料等制作費（岩石冊子等3,000部・ﾁﾗｼ5万部ほか） 903千円

○ラジオ広告料（11月～1月αステーションスポットCM） 525千円

○認定時式典備品借上料（平成22年10月4日） 63千円

○その他消耗品費等 297千円

【山陰海岸ジオパーク推進協議会負担金】

○負担金 2,657千円

○拠点施設電気代相当額負担金 95千円

【山陰海岸ジオパークガイド養成講座】

【山陰海岸ジオパーク普及啓発等】

1,248千円

4,794千円

(②－①)

交流経済都市

繰入金 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金 1,166千円

　山陰海岸ジオパークの世界ジオパークネットワーク加盟及びジオパークによる観光のまち
づくりを推進する。

3,000千円

基本方針

決 算 額

04観光のまちづくり推進事業

決算書 Ｐ.258

9,065千円

最 終 予 算 額

観光の振興

執 行 率不 用 額

計画項目

04観光振興費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業補助金（1/2）

118千円

2,752千円

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費

・山陰海岸ジオパーク推進協議会加盟の３府県３市３町と連携するとともに、ガイド養成、普及
啓発事業、教育活動等ジオパーク活動を推進した。
・世界ジオパークネットワーク加盟の審査が行われ、10月4日に加盟が認められ世界ジオパーク
ネットワークの一員となった。
・観光誘客に向けジオパーク活動を一層推進するとともに、4年後（平成26年度）の審査に向け
た継続的、発展的な活動が必要である。

事 業 所 管 課

07商工費

8,912千円

目
的

評
価
・
課
題
等

ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業

商工観光部／観光振興課

153千円 98.3 %

- 6 -

01

Ⅰ ⑤

① ②

○観光の魅力づくり推進事業補助金 合計 千円 （単位：千円）

鴻の鶴温泉揚湯設備修繕事業

小天橋温泉泉源予備水中ポンプ及び排水ポンプ取替工事

浜詰夕日ヶ浦温泉泉源補強事業（5年目/5年事業）

木津温泉泉源改修事業（1年目/2年事業）

京丹後まち灯り推進事業

丹後神野温泉保全事業

丹後神野温泉給水加圧ポンプ修理事業

浜詰夕日ヶ浦温泉揚湯設備修繕事業

八丁浜小浜温泉泉源機械室送水ポンプ修理事業

八丁浜小浜温泉泉源ピット内バブル類取替事業

○観光インフラ整備等基金調整会議費（委員16人）

報償金　 4,000円×延べ36人（5回開催） 144千円

費用弁償 20千円

浅茂川浦島温泉泉源改修及び揚水設備修繕事業（2年目/3年事業）

決 算 額

04観光振興費

最 終 予 算 額

観光の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

不 用 額

計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画 基本方針

観光の魅力づくり推進事業

05観光の魅力づくり推進事業

決算書

07商工費

Ｐ.260

01商工費

　温泉の泉源維持管理等観光地づくりに有益な事業に対して支援を行い、観光の魅力づくりを推
進することができた。

主
な
財
源

99.7 %23,142千円 58千円23,084千円

目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　豊富な観光資源を活用した魅力ある観光地づくりを推進するため、調整会議におけ
る調整結果を踏まえながら、観光インフラ整備等促進実行調整費基金を活用し、補助
金を交付した。

繰入金 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金

22,920

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

22,920千円

129

46

1,309

5,000

241

66

4,868

1,900

2,331

　市内の豊富な観光資源を活用した、魅力ある観光地づくりを推進する。

2,331

5,000

2,030

補助金事業費

241

2,030

7,148

5,000

1,309

46

129

1,900

4,868

66
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01

Ⅰ ⑤

① ②

○需用費 消耗品費 千円

光熱水費 千円

修繕料 千円

○役務費 し尿汲取り手数料 千円

ごみ収集手数料ほか 千円

保険料 千円

○委託料 浄化槽維持管理委託料（1か所） 千円

海水浴場清掃美化業務委託料 千円

　（丹後町8か所、網野町5か所）

施設維持管理委託料 千円

海浜環境保全活動費補助金（5地区） 千円

海岸漂着物回収処理委託料 千円

○使用料及び賃借料 千円

　　 土地借上料ほか 千円

重機借上料（漂着ゴミ撤去用） 千円

793

811

757

66

1,016千円

82

624

2,394

事 業 所 管 課

07商工費

14,130千円

目
的

評
価
・
課
題
等

海浜等施設管理事業

商工観光部／観光振興課

71千円 99.5 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 05観光等施設費

交流経済都市

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

繰入金 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金

執 行 率(②－①)

　海水浴場等の観光関連施設の維持管理を行い、観光客の利便性及び快適性の向上を図ると
ともに、海岸地域の美化に努める。

32

決 算 額

1,807

1,874

257

1,138

3,495

・観光客に清潔で快適な場を提供するとともに、波浪等による海岸への漂着ゴミの撤去を
行った。
・老朽化した休憩所等の観光施設整備等を行い、快適な観光地づくりに努める必要がある。

01海浜等施設管理事業

決算書

　海水浴場等に設置された便所、休憩所等の観光施設（41施設）の清掃、施設の修繕など維
持管理を行った。波浪等による海岸漂着ゴミ撤去を行った。

最 終 予 算 額

観光の振興

Ｐ.262

14,201千円

- 8 -

01

Ⅰ ⑤

① ②

○消耗品費、燃料費、光熱水費 千円

○修繕料（五色浜園地給水施設など） 千円

○手数料（し尿汲取り手数料） 千円

○自然公園等施設管理委託料（15園地） 千円

○自然公園内ごみ収集委託料（4か所） 千円

○トイレ清掃・草刈委託料・水道施設管理委託料 千円

○土地借上料（経ヶ岬園地駐車場用地） 千円

○工事請負費（高嶋オートキャンプ場便所撤去費） 千円

○原材料費 千円

○国立公園協会、自然公園保護協会負担金 千円

最 終 予 算 額

観光の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

02自然公園管理事業

決算書

8,770千円

12,364千円

計画項目

05観光等施設費

886

1,501

6,136

Ｐ.264

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府委 国立公園･国定公園管理委託金

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費

基本方針

事 業 所 管 課

07商工費

12,347千円

目
的

評
価
・
課
題
等

自然公園管理事業

商工観光部／観光振興課

17千円 99.8 %

不 用 額

　概ね適切に施設の維持管理が行われ、訪れる観光客に清潔・快適な自然公園を提供した。
老朽化した施設の整備等さらに快適な観光地づくりに努める必要がある。

　市内の国立公園及び国定公園区域内にある京都府の公園施設等の適正な維持管理を行い、
自然公園の環境保全及び活用を促進する。

山陰海岸国立公園、丹後天橋立大江山国定公園内にある京都府の公園施設（京都府から
の管理委託業務を地元区等に再委託）について適切な維持管理を行った。

25

872

80

1,298

36

1,103

410

- 9 -



03

Ⅰ ⑤

① ②

○報償費（観光サインのあり方検討委員謝礼） 8千円

・学識経験者 4千円×2人×1回

○旅費（観光サインのあり方検討委員費用弁償） 22千円

・学識経験者 11千円×2人×1回

○需用費（観光サイン電気料） 39千円

・歓迎サイン 2基（久美浜町河梨地内、与謝野町上山田地内）

・電光掲示サイン 2基（大宮町谷内地内、峰山町新町地内）

○役務費（電光掲示板通信料） 89千円

・電光掲示サイン 2基（大宮町谷内地内、峰山町新町地内）

・データ送信用パソコン 1台（観光振興課内）

○使用料及び賃借料（観光サイン設置土地の賃借料） 453千円

・39か所（京丹後市内　36か所、与謝野町内　1か所、福知山市内　2か所）

○工事請負費（観光サインの撤去） 105千円

・1か所（久美浜町栄町地内）

　観光サインの適切な維持管理を行い、観光客の利便性及び本市のイメージアップを図ることが
できた。今後、第2次観光サイン整備計画を策定し、利便性のより一層の向上と観光地のPRを図
る。

　既存観光サイン（案内看板等）の適切な維持管理を行うとともに、第2次観光サイ
ン整備計画策定に向けた「観光サインのあり方検討委員会」を開催した。

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

予 算 科 目

細 事 業 名

716千円

02観光宣伝事業

決算書

01商工費

基本方針 交流経済都市総 合 計 画

88千円

　市のイメージ及び自然景観に配慮し、統一したデザインによる観光サインを整備すること
により、観光客の利便性の向上及び市のイメージアップを図り、観光客の誘致を促進する。

最 終 予 算 額

89.0 %804千円

決 算 額

主
な
財
源

目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

Ｐ.256

不 用 額

04観光振興費

観光の振興

執 行 率(②－①)

観光ｻｲﾝ整備管理事業

計画項目

07商工費

- 10 -

04

Ⅰ ⑤

① ②

回

人

人

人

○ボンネットバス運行事業業務委託料 千円

府内6人、その他5人

875

備　　　　　　　　　考

18回運行予定中、11回は催行人員に到らず中止

1回平均約11人参加者数 80

内訳
市内 69

市外 11

400千円

　市内観光施設等を周遊するバスを定期運行し、宿泊客向け着地型旅行商品として春・秋
シーズンの誘客を図る。

　着地型旅行商品の一つとして、ボンネットバス（丹後海陸交通株式会社の「浪漫す号」）
を活用し、地元ガイドが添乗して京丹後市内の歴史・伝承・自然・体験施設等を案内しなが
ら巡るバスツアーを実施した。

04観光のまちづくり推進事業

決算書 Ｐ.258

875千円

最 終 予 算 額

観光の振興

執 行 率(②－①)

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（丹後周遊ﾎﾞﾝﾈｯﾄﾊﾞｽ運行事業）

人数等

実施回数 7

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 04観光振興費

決 算 額

交流経済都市

　地元ガイドが添乗したこと、コースに観光施設ではない地元ならではのスポットを取り入
れたこと、ご当地ならではの食べ物をプレゼントする企画をしたことなど、民間団体あるい
は個人との連携ができ、着地型観光を推進する素地ができた。
　着地型旅行商品として確立していくためには、商品の魅力を高めるとともに広く周知して
いくことが課題である。

事 業 所 管 課

07商工費

875千円

目
的

評
価
・
課
題
等

丹後周遊ﾎﾞﾝﾈｯﾄﾊﾞｽ運行事業

商工観光部／観光振興課

0千円 100.0 %
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04

Ⅰ ⑤

① ②

台湾からの旅行社招聘事業に係る経費 千円

○委託料 千円

○職員旅費 千円

○燃料費 千円

○有料道路通行料 千円

実施概要

・外国人観光客受入れに係るアンケート調査

→調査対象190事業者、うち回答48事業者

・市内観光事業者事前説明会→19事業者（21人）参加

・台湾旅行社の招聘（10社）及び市内視察・市内観光事業者との商談会　

→18事業者参加

その他経費 千円

○職員出張旅費 千円

○有料道路通行料 千円

○駐車場使用料 千円

01商工費

　アジア地域をはじめとした海外からの観光客を増加させるため、新しいマーケットを拡大
し、二季（夏・冬）、週末だけでなく、年間通じての観光入込客数の増加をめざす。

　台湾の旅行社を招聘し、京丹後市内へのツアー造成及び受入れを目的とした、市内各施設
の視察及び市内観光関連業者との商談会を、京丹後市観光協会と連携して実施した。

最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

04観光振興費

総 合 計 画 観光の振興

執 行 率(②－①)

98.2 %

不 用 額

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

1,892

1,952千円

1,835

府補

07商工費

1,918千円

目
的

評
価
・
課
題
等

ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ推進事業

34千円

02観光宣伝事業

決算書

未来づくり交付金（ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ推進事業）

基本方針

Ｐ.256

900千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

交流経済都市

・招聘後、京丹後市を含む旅行商品を造成した旅行社が3社あり、台湾から京丹後市への誘客の可
能性が高まった。また、他の１社では招聘時に収集した京丹後市の観光情報を自社ブログで発信
するなど、京丹後市の国際的情報発信に繋がった。
・現段階では個人よりもツアーでの送り込みを想定している旅行社が多く、受け入れ側である宿
泊施設の規模が限定されるため、個人旅行の誘致にも力を入れていく必要がある。
・旅行社と事業者間で価格設定等に関し具体的に調整を重ねていく必要がある。

9

22

26

計画項目

26

11

1

（市内宿泊施設を対象として、外国人観光客受入れに向けた課題等
についての調査を実施し、本事業推進の参考とした。）

14

- 12 -

12

Ⅰ ⑤

① ②

○合宿・教育旅行誘致活動（大学15校・旅行社2社訪問等）

・職員旅費 19千円

・高速道路、駐車場使用料 38千円

○合宿誘致パンフレット作成委託業務

委託料 1,134千円

　内訳

・パンフレット作成費

（36Pフルカラー　10,000部）

印刷製本費 1,021千円

（暫定版パンフレット　350部）

印刷製本費 66千円

・誘致活動費（大学4校、旅行社2社、ほか3団体訪問）

高速道路、駐車場使用料 47千円

・市内の文化体育施設及び宿泊施設の情報をとりまとめたパンフレットを作成し、関西圏の大学
等へ訪問、誘致活動を行った。
・合宿での体育施設等の利用について、受付窓口の一元化による利用者への利便性確保が課題で
ある。

　　　京阪神地域の大学からのスポーツ合宿の誘致をはじめ、教育旅行の誘致を行うた
　　めに学校、旅行社を訪問するなど、情報の発信とPR強化を行った。

　　　各種学校の合宿誘致に向けた誘致訴求ツールとして、市内体育施設並びに宿泊施
　　設の利用について取りまとめたパンフレットの作成等を市観光協会に委託。

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

500千円

07商工費

1,191千円

目
的

評
価
・
課
題
等

教育旅行等誘致促進事業

8千円

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費

不 用 額

基本方針 計画項目

最 終 予 算 額

観光の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

1,199千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（教育旅行等誘致促進事業）

　市内体育施設等を活用した学生合宿及び長期宿泊体験等の教育旅行の誘致を促進し、入込
客及び宿泊客の増加を図る。

99.3 %

04観光のまちづくり推進事業

決算書 Ｐ.258

04観光振興費

- 13 -



01

Ⅰ ⑤

① ②

【経常的経費】

○ 火災保険料（展望台・昆虫館・売店） 千円

○ 土地借上料（臨時駐車場等：弥栄町鳥取地内） 千円

○ あじわいの郷運営費負担金 千円

（負担金の内訳）

○ 測量・登記費用 千円

○ 撤去・整地等工事費 千円

利用状況

平成22年度入園者数　110,967人（平成21年度94,350人）

財団運営人件費等負担金

緊急支援負担金

4,600千円

2,800千円

㈶丹後あじわいの郷の運営

市整備施設等の維持管理

借上料

1,568千円

22千円

24,000千円

面積

6,343.81㎡

1,499㎡

78㎡

臨時駐車場用地

臨時駐車場表土置き場

旧バス停留所用地

契約件数

1件

11件

1件

用途

決算書 Ｐ.262細 事 業 名

(②－①)

観光の振興

執 行 率

交流経済都市

予 算 科 目 01商工費

53,382千円

決 算 額

総 合 計 画

最 終 予 算 額

基本方針 計画項目

不 用 額

08あじわいの郷支援事業

事 業 所 管 課

07商工費

53,374千円

目
的

評
価
・
課
題
等

あじわいの郷支援事業

商工観光部／観光振興課

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

あじわいの郷の運営管理

3,911

金　額内容

16,459

1千円

04観光振興費

【臨時駐車場返還等に係る経費】

31,400

新委託料負担金

　丹後あじわいの郷が京丹後市の観光拠点として、市内各観光施設との連携を図りながら運
営され、利用促進が図られるよう、運営及び各種イベントの開催に対して支援する。

1,591

名称

13

8千円 99.9 %

・利用率の低い臨時駐車場の土地を返却するため、整地等の工事を実施し、換地等の登記事務を
行った。これにより、次年度以降駐車場用地土地借上料の負担が軽減される。
・月例祭の開催や各種事業により、目標とした入園者数10万人を超え、着実な事業成果があった
一方で、経営を取り巻く環境は依然として厳しく、支援を継続する必要がある。
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01

Ⅰ ⑤

① ②

　観光関連施設の一部について、指定管理者へ管理運営を委託し適切な維持管理と利
用促進を図った。指定管理者による管理が5年を経過し、各施設とも経費節減及び利
用者拡大のための取り組みが推進されたが、経済不況などの要因により、全体の利用
者数は、平成21年度と比較してやや減少する結果となった。

諸収入 弥栄あしぎぬ温泉電気代等負担金 10,479千円

諸収入 水質検査料一部負担金 77千円

　指定管理施設については、概ね順調に指定管理者による管理運営が行われている。

03観光等施設指定管理運営事業

決算書 Ｐ.264

113,989千円

最 終 予 算 額

観光の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

繰入金 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金

　指定管理者へ管理運営を委託し適切な維持管理と利用促進を図る。

717千円

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 05観光等施設費

事 業 所 管 課

07商工費

113,892千円

目
的

評
価
・
課
題
等

指定管理施設運営事業

商工観光部／観光振興課

97千円 99.9 %

不 用 額

○指定管理料（97,839千円）・利用状況一覧

弥栄あしぎぬ温泉

風蘭の館

奥山自然たいけん公園

久美浜豪商稲葉本家

かぶと山公園

丹後自然体験学習関連施設

○その他（16,053千円）

施設名
指定管理料
（千円）

利用状況（人）

２２年度 21年度 前年比

85.8%

小町公園 3,406 5,490 7,329 74.9%

天女の里 9,131 15,899 18,534

50.8%

浅茂川温泉静の里 22,958 149,667 160,060 93.5%

網野山村体験交流センター 1,906 236 465

100.1%

丹後温泉はしうど荘 0 46,594 53,194 87.6%

道の駅てんきてんき丹後 0 114,654 114,590

85.9%

宇川温泉よし野の里 0 119,656 119,123 100.4%

碇高原ステーキハウス 0 11,226 13,075

107.4%

森林公園スイス村 36,497 17,268 23,379 73.9%

高嶋園地 0 9,733 9,062

13,924 114,960 112,834 101.9%

700 6,246 6,606 94.6%

614 2,849 3,620 78.7%

6,548 16,853 18,821 89.5%

59.4%

1,540 3,390 3,366 100.7%

634,860 664,292

615 139 234

95.6%計 97,839

保険料（火災・自動車損害） 1,607 水質検査委託料ほか 1,775

施設用地等土地借上料 1,504 その他事務費等 844
光熱水費（あしぎぬ温泉電気） 10,323 計 16,053
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02

Ⅰ ⑤

① ②

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

19

67

189

浅茂川温泉静の里義経の湯露天風呂サウナ扉修繕

189

観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金

　指定管理施設において必要な修繕を行い、施設の適切な維持管理に努めた。

スイス村スキー場ゲレンデ食堂基礎改修工事設計管理委託料

かぶと山公園テントサイト改修材料費

982

繰入金 2,088千円

○工事請負費 1,899

修繕料

総 合 計 画 基本方針

決 算 額 不 用 額

予 算 科 目

細 事 業 名

○需用費

最 終 予 算 額

4,452千円

事 業 所 管 課

07商工費

3,461千円

目
的

評
価
・
課
題
等

指定管理施設大規模改修事業

商工観光部／観光振興課

03観光等施設指定管理運営事業

決算書

(②－①)

43.7 %

391

7,913千円

01商工費 05観光等施設費

交流経済都市 計画項目

Ｐ.264

観光の振興

執 行 率

主
な
財
源

　施設利用の安全性と快適性の向上を図るため、施設の適切な維持管理を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

982

1,899スイス村スキー場ゲレンデ食堂基礎改修工事

○原材料費

○委託料

かぶと山公園虹の家管理等ガラス修繕

305スイス村高原浴場機械室温度調節ユニット修繕

　観光関連の指定管理施設について、施設利用者の安全性と快適性の向上を図るた
め、市において実施すべき修繕、主体構造部に係る改修等を必要に応じ実施すること
としており、施設の適切な維持管理に努めた。
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01

Ⅰ ⑤

① ②

　ツリーハウスの適切な利用が図られるように施設の保守点検及び管理運営を行った。

○森の全国交流拠点運営事業費

・消耗品費（メンテナンス用塗料） 千円

・火災保険料 千円

・ツリーハウス管理委託料 千円

・ツリーハウス保守点検委託料 千円

・土地借上料（ツリーハウス設置用地991㎡） 千円

ツリーハウス年間利用者数

※平成20年度は、12月からの4か月間の利用人数

　年間を通して1,000人近くのツリーハウスの利用者があり、また、雑誌やテレビ、全日空の旅
客機内放映プログラムに取り上げられるなど、蒲井・旭地域を心と体と環境に優しい交流の場所
として発信することができた。
　今後、更に蒲井・旭地域の振興に寄与するため、ツリーハウス利用者の拡大に向けたPR等の利
用促進策を検討していく必要がある。

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

事 業 所 管 課

06農林水産業費

404千円

目
的

評
価
・
課
題
等

森の全国交流拠点運営事業

企画総務部／企画政策課

1千円 99.7 %

不 用 額

405千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　蒲井・旭地域振興計画に基づき、平成20年度に整備したツリーハウスについて、心と体と
環境に優しい交流の場として管理運営を行う。

最 終 予 算 額

観光の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

09森の全国交流拠点運営事業

決算書 Ｐ.220

03農業振興費

20

3

60

315

6

（単位：人）

190

平成20年度（12月～）平成22年度 平成21年度

利用者数 925 1,524
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Ⅰ ⑤

① ②

　○機器導入費

・ライブカメラ装置 7台

・観光施設等（24施設）設置端末

無線通信装置 27台

タッチパネル型情報端末 22台

クーポンポイント端末 22台

タブレット型端末 34台

大型情報表示装置（46インチ液晶ﾓﾆﾀ） １台

・観光映像情報送出機器 １台

・鳥獣捕獲監視装置 105台

　○システム開発委託費

・観光ポータルシステム このサイトを入口として観光情報を一元的に提供

・観光ナビシステム ジャンルや季節毎にお勧めモデルルートを紹介

・まち歩きシステム 近隣のクーポン対象店や名所などを紹介

・体験ツアーシステム 体験ツアーの検索、予約状況の確認

・旅日記システム 携帯電話等で撮影した写真と地図が連動した日記の投稿

235千円

28,045千円

26,907千円

1,680千円

13,671千円

事 業 所 管 課

07商工費

54,952千円

目
的

評
価
・
課
題
等

まるごと観光情報ｼｽﾃﾑ構築事業（繰越）

企画総務部／情報政策課

4,039千円 93.1 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 04観光振興費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

国補 地域情報通信技術利活用推進交付金（10/10）

　自然、温泉、食、歴史、文化といった豊富な京丹後市の観光情報を集約してデータベース
化し、一元的に管理されたこれらの情報を、観光ポータルサイトをはじめとした各種機能で
共有しつつ、多面的に活用できるサイトを構築した。また、市内での周遊性を高めるため、
観光客が観光施設等で情報を検索したり、クーポンを取得したりすることができる情報端末
を導入した。

54,952千円

4,515千円

10まるごと観光情報ｼｽﾃﾑ構築事業

決算書 Ｐ.262

58,991千円

最 終 予 算 額

観光の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

　世界ジオパークネットワークへの加盟が認定された海岸線などのライブカメラによるリアルタ
イム映像の配信、個々の観光関連事業者からの情報登録、鳥獣捕獲監視装置の活用によるイノシ
シやシカの食肉利用などにより、情報通信技術で全市域の様々な資源を観光に結び付け、京丹後
市観光振興計画の「極上のふるさと観光づくり」を推進する情報システムが整った。今後、観光
関連事業者への情報登録の促進、コンテンツの拡充を図っていく。

　京丹後市の自然・温泉・食・歴史・文化といった地域資源を情報通信技術を活用してポー
タルサイト上に集約し「京丹後まるごと観光情報」として発信する。

1,233千円

2,500千円

790千円

2,283千円

このほかに、既存の地域産品販売システム、クーポン発行システムとの連携機能を構築
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Ⅰ ⑤

① ②

○ 観光宣伝活動等事業費

キャンペーン活動3回実施（10/12京都市、12/17大阪市、1/23三田市）

○ 啓発物品購入

丹後ちりめんティッシュ入れ 200円×900個 ＝ 千円

観光宣伝物配布用手提げ袋 20円×10,000枚 ＝ 千円

○ 観光雑誌・ラジオでの広告掲載費（6回）

FMたんご広告・放送 2回 ＝

FM京都広告・放送 4回 ＝

旅行冊子「旅楽」掲載 1回 ＝

○ 観光団体負担金

北近畿広域観光連盟

京都府観光連盟

丹後広域観光キャンペーン協議会

180

200

千円

（活動内容：丹後地域3市2町への観光客誘致促進を目的として、観
光宣伝、観光ルート提案、受け入れ体制の推進及びイベント等の開
催を実施）

8,134 千円

9,362千円

決 算 額 最 終 予 算 額

千円673

04観光振興費

事 業 所 管 課

07商工費

9,314千円

目
的

評
価
・
課
題
等

観光宣伝活動事業

商工観光部／観光振興課

48千円 99.4 %

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費

基本方針

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

390

千円

観光の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市 計画項目

不 用 額

02観光宣伝事業

決算書 Ｐ.256

380 千円

　各種広報媒体の活用、イベントの開催、広域団体との連携などを通して、自然、温泉、歴
史遺産など豊富な観光資源をPRし、観光客誘致を図る。

127

1,328

6,416

　誘客に向け広域団体とともに宣伝・PR活動を行った。今後、広域的な枠組みでの活動と役割分
担を行いながら、より効果的な取り組みを推進する。

200 千円

420 千円

千円

千円

53 千円
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01

Ⅰ ⑤

① ②

　○報償費 千円

　報償金（係員協力謝金）

　報償物品（参加賞品等）

　○需用費 千円

　消耗品費（豚汁容器代・湯茶代）

　燃料費（ガス代）

　○使用料及び賃借料（土地家屋借上料） 千円

計画項目

本大会は、京都府市町村職員厚生会に加入する府内市町村職員による駅伝大会で、丹後町
域6区間（18.5ｋm）に一般の部、女子の部、特別参加の部に計54チームが参加し、選手・
役員合わせて約559人が京丹後市内に宿泊した。

最 終 予 算 額

観光の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

事 業 所 管 課

604千円

目
的

評
価
・
課
題
等

市民部／丹後市民局

38千円

36

35 千円

1 千円

03丹後半島駅伝大会開催事業

決算書 Ｐ.98

406千円

35

642千円

　京都府内市町村等職員の健康増進、元気回復と相互の連携を培うとともに、府民スポーツ
の発展と地域振興に寄与することを目的に実施する。

94.0 %

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01総務管理費

基本方針

02総務費

丹後半島駅伝大会開催事業

諸収入 丹後半島駅伝大会協力金

・選手等の宿泊による経済効果及び地域振興に一定の成果があるが、近年、参加チーム数の
伸び悩みから事業目的や効果の面で困難な状況を呈している。
・本事業は、観光振興と地域の活性化を図る上での一つの有効な手段であることから、実施
主体の厚生会と行政・市民・観光産業とが協働事業主として創意工夫をこらし事業を大きく
発展させていく必要がある。

10地域振興費

不 用 額

533

187 千円

346 千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要
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01

Ⅰ ⑤

① ②

○観光業等活性化推進事業補助金 千円

※補助金額

　民間事業者及び市民団体等が実施する交流人口の拡大に資する事業の開催を支援し、観光
のまちづくりを推進する。

100

宿泊者数 対象事業費

180人 276

100

100

500

100

補助金額

120

208人 136

158人

4,932

〃 200人

240人 304

1,900人

100

165人

支部選抜チャレンジカップ in AMINO 〃

Kids＆Girls Cup

浦島カップIN網野少年サッカー大会U-11

162

〃

〃

200人

1200 （単位：千円）

八丁浜ユースカップ

網野カップ少年サッカー大会

補助申請者

同実行委員会

〃

〃

100

2,469人

300人

参加者数

3,584人

180人

125人

1,200

カニの町「丹後町」親善ゲートボール大会 〃 219人 184人 1,009 100

7,139合　　　　　　計 3,404人

01商工費

1,000人以上 50万円以内

大会名

10万円以内

30万円以内

宿泊延べ人数 補助金額

網野グリーンカップ少年サッカー大会

IDEゆうゆう・網野SCアドベンチャー

事 業 所 管 課

07商工費

1,200千円

目
的

評
価
・
課
題
等

観光業等活性化推進事業補助金

商工観光部／観光振興課

0千円 100.0 %

不 用 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（観光業等活性化推進事業補助金）

　多様な地域資源を活かし、地域経済への波及効果があり、地域文化の振興につなが
るなど、まちの活性化及び交流人口の拡大に寄与する各種大会を主催する団体に対
し、大会関係者が宿泊した延べ人数に応じて定める額の補助金を交付した。

100人以上500人未満

500人以上1,000人未満

交流経済都市

04観光振興費

1,200千円

決 算 額 最 終 予 算 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

04観光のまちづくり推進事業

決算書 Ｐ.258

481千円

観光の振興

執 行 率(②－①)

109人 200

151人

　平成22年度の補助対象となる大会は前年度に比べて2件増加し、支援を行った8大会において
延べ3,500人を超える宿泊があり、交流人口の拡大、宿泊・土産物購入などによる地域経済への
波及効果があった。
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02

Ⅰ ⑤

① ②

○委託料 市マイクロバス運転委託料 63千円

○補助金 丹後ウルトラマラソン補助金 5,436千円

※総事業費　　34,512千円

大会参加者等推移

平成22年

大会エントリー数 1,328人 1,963人1,159人

平成19年 平成20年 平成21年

(②－①)

交流経済都市

　四季型観光を目指した観光客誘致の取組みであり、大会の開催を通じて本市の魅力
を全国に発信する「歴史街道丹後100kmウルトラマラソン」へ支援を行った。
　平成22年9月19日、43の都道府県から参集した1,963人のランナーと、1,000
人を超える地元ボランティア、スタッフが一体となり、多くの交流が生まれ、また、
魅力ある初秋の京丹後市を全国にPRできた。
　加えて、日本陸連の公認コースとなるよう、申請、距離計測を行った。
（参考）平成23年4月6日認定、有効期間は平成23年6月1日から平成28年5月31日

　観光閑散期における宿泊、土産物購入等さまざまな経済効果をもたらし、全国へのPR効果
から今後の観光誘客にもつながる本大会の開催を支援し、四季型滞在観光の推進を図る。

2,178千円

04観光のまちづくり推進事業

決算書 Ｐ.258

5,500千円

最 終 予 算 額

観光の振興

執 行 率

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（丹後ｳﾙﾄﾗﾏﾗｿﾝ補助金）

1,691人

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 04観光振興費

決 算 額

事 業 所 管 課

07商工費

5,499千円

目
的

評
価
・
課
題
等

丹後ｳﾙﾄﾗﾏﾗｿﾝ開催事業

商工観光部／観光振興課

1千円 99.9 %

　エントリー数は着実に増加しており、ウルトラマラソンに対するニーズの高さと本大会への認
知の定着が見られる。日本陸連の公認コースとなることにより、さらに魅力ある大会としてエン
トリー数の増加を目指し、本市のPRと四季型滞在観光の推進に努める。

延べ宿泊数（推計） 1,932泊 2,116泊 2,507泊 2,989泊
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Ⅰ ⑤

① ②

地域活性化及び観光振興を目的に開催されたイベントに対し補助金を交付した。

○フェスタ｢飛天｣実行委員会補助金

8月1日（日）

5,260千円

3,129千円

○いかり高原まつり補助金

7月26日（日）

875千円

○ドラゴンカヌー大会補助金

８月8日（日）

3,245千円

1,842千円

事 業 所 管 課

・支援を行った事業については、地域活性化及び観光振興に寄与すると認められる内容であり、
今後も継続的な支援が必要である。

補助金額

実施日

参加数 122クルー（1クルー12人、計1,464人）

評
価
・
課
題
等

地域活性化支援事業

基本方針 計画項目

細 事 業 名

総 合 計 画

来場者数 約25,000人

事業費

補助金額

07商工費

5,846千円

目
的

予 算 科 目

決 算 額

実施日

来場者数 約2,000人

5,846千円

商工観光部／観光振興課

0千円 100.0 %

不 用 額

2,341千円

　地域活性化及び観光振興に寄与するイベントについて支援を行い、観光客の誘致を促進し
た。

最 終 予 算 額

実施日

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（地域活性化支援事業）

事業費

補助金額

観光の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

07地域活性化支援事業

決算書 Ｐ.260

01商工費 04観光振興費

1,295千円事業費
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